
研究部会終了報告

昭和48年度末に以下の 3 部会が研究を終了した.

l 部会名

期間

開催
回数

都市システム解析 OR のための統計的方法

1972 年 5 月 ~1974 年 2 月 1972 年 9 月 -1974 年 3 月

20 国 18 部

171 

探索理論

1971 年 9 月 ~1974 年 2 月

43 図

i おもに H1-=t:n .I.W:~ r A~{~ IBM データー・センター
昭島 東洋経済新報主! 同和火災恥会議主 |都勤労福祉会館

正式メ伊藤滋(東大・主査)・安m八三角糊(同和火災)・福島憲治 ii戸 尚(防衛大・措)・飯田|
ンパー 十五(交に大・幹事トバーとïX-f\; • (日本島科医師会)・ lfl 中路平(中(耕百J(幹事)・桜井保火(幹事ト

(所泌)1 重〈建設省)・前島忠文〈土木研〉 -j 怒むの・泌総良{東亙燃料)'1多!万和夫(高精経大ト赤池仁
秩ロ守閣(建設省)・熊 i司被滋 li良平博人(ブリヂストント犬溺 1 (日立情研ト坂口 実{絞大). 

! 6Jf '11:: 

rl~ 容

J(東工大)・細尚徳(経企庁)・| 章(拓大)・渡辺豊(三菱自|谷口浩一(警察庁)・本多明正|
倉又 学(野村総研)・福島 ーー動車)・花輪契;芯(日本経済新 I (防衛庁)・永井l瞭正(新明和)・

(野村総研開)・広津千尋(東大ト稲川和男(林 滋(東工大)・金安岩男
(専大〉・長尾文也(大洋魚、業) . ! (IBMト村上知(妨害野大ト戸

小池将景〈三菱電機ト lì吉田和男 j お和夫(CRC) .箆名銭稔{紡海(
(三菱電機)・坂井直美(目立金!大)

!属)・土屋栄一郎(富士銀)・杉岡

l 義明(富士銀)・山本栄(慶大)・ | 

!橋本茂可(東レト藤野和建(東

大)・古林 霊長〈埼大〉・飯 JII 務

1 孝(IBM) ・堀内久勇 crヨ本鏑管ト

!己崎正売('itt 1J中央研)・梅回政

tH日本コロンピア)・竹内 体

(!f[大. Jõft) ・|対谷，';õ: (慶応

ビジネス・スクール・幹事)

成熟社会tこ返したf:l W望都市 j 企業において実際iこさミ乙た絞1. 在来の探索理論の拡張
形成システムの構想、とシステム j 計的問題の分析，あるいは実際 i 移動呂標物に対する探索， i 

設計 !の場に役立つ手法について毎回| ノイズがある場合の探索，採 1

1 都市の失敗 !報告および討論を行なう・ | 索オベレーションの停止規則 l

2. :{i!;市における役割、ンステム l テーマは毎回異なるが，進行 1 2 . 隣接研究領域の調査

と能力システム !中の問題については事後の検討 IR故障検査，グループ・テ;

3. 都おのシンボル・システム j を再びきくこともある・形式的 i スティング : 

4, Ií昔溜7JIJ都市観と自律都市 !な手法よりも，データの扱い 13. 探索理論の整理

5 都市における不適応l輔の|方，モテソレの作り方についての| 文献目録，アブ。ストラクト|
適応化システム 1 注意点を中心に考える の整備 1 

6. 成熟社会に適した都市形成| なお，部会がスタートしたの 14. 提出書類

システム i が 47 年 10 月なので， 49 年 9fll 会会議事録，探察理論アブ;

7. f:I律都市の姿 i まで続けたい (49 年度は予算は j ストラタト集 i 
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172 研究部会終了報告

118. 自律型都市形成システムに i 請求せずに

関するシミュレーション実験

|会合 11 47 年 |昨 1 46 年
記録書 li 5/18 部分発足についてどんな 1 9/14 会の進め方についてー飛 1 9/4 部会の方針，運営法

1 ことをやるか(全員 行機事故の統計分析(竹内) 19/18 Search Detection, ancl 

i 6/8 課題の案1. 都市解析の 1 10/13 歯科医師会員数の予測 Subsequent Ac山n(岸)
l 用語 福島 110t2 ASW オベレーション(本

2 都市政策と 1 10/30 プラット教授講演 | 多)

システム分析! “On Testing Linear Hy-110/16 移動日般について， 2 

(全員 poth田es" 篇(渡辺)

, 6/29 都市政策決定におけるシ 111/16 事例分析の討論(報告予 1 11/6 鉱脈の探索(清原)

ステム分析の役割(安田 ) 1 定者事故のためフリート 1 11/20 通産省の情報検索(坂
7/24 "前島) 1 ーキング 本)

9/14 老人問題の視点から都市 1 1/12 経験分布・事前分布のあ 112/4 Optimal Stopping (岸)

のシステム解析を行なうこ| てはめ(関谷 147 年

とに決定(全員 12/14 ある回帰分析による予測 1 1/22 分保索(村上)
:: 10/12 社会保障と郎市システ| について(小池 12/5 Optimal Whereabout 

ム(伊藤 13/22 --?ーケッテインク・リサ Search(桜)j:)

"高齢社会がやってくるJI ーチにおける統計分析(稲 1 2/19 犯罪捜査
(井上 )11) 13/4 探索打切(飯田)

2/6 住生活の質的変化と有望 148 年 13/18 A Review of Search ancl 

事業機会(福島 14/20 統計的決定におけるリス Recon Theory(渡辺)

2/6 社会結合関係のネットワ| クの評価(関谷 14/1 Scorpion の探索(岸)

ーク解析(安田 15/18 経済予測の為の統計計算 1 4/21 捜索救難体制(佐藤)
3/2 I都市発展に対応する生活| システム(飯)11) 15/26 Two Siclecl Search Game 

環境施設設備のための動的・ 16/22 "'ウスによる実験の統計坂口)

地域別投資配分J (和仁1 ) 的解析(藤野，千葉 (11医大)) 16/3 ソーテ f ングの技法(金 1

, 3/2 経済社会基本，lI- phj におけ 17/20 マーケッティングにおけ 1 '友， HJJ 

るi\JtJl:政策(奉 111 ) る統計問題(稲JII) 16/16 Seqllent凶 S出rch with 

48 年 同/7 許容基準の決定ープJ トミ Hanclom Errors (絞井)

5/8 {J附iにおける適応階層に| ウム汚染の例(竹内 17/1 2 地域探索の最適停止規

ついて(伊藤 110/11 ミクロモテノレとマクロ| 則(飯IjJ)

5/8 工業の導入からみた都市| モデルの結合(福島 17/21 Search ancl Information 

形成プロセスの分析(倉又) 111/15 エレベーターシステム Theory (株)

5/29 区画整理の選択システム| 設計のシミュレーション 19/9 2 段階探索について(桜

について(前島 分析(小池 井)

6/21 不適応集団の収容システ 112/13 正規分布の仮定一検定 110/21 Semi-Markov Moclels 

ムについて(熊旧 の考え方(竹内，藤野 of Search (岸)

:, 7/30 都市社会における疎外の 11/18 保険料算定の問題(三角) 111/11 会計監査と探索(赤池)
il 基本構造について(井上) 12/15 電力の需要推定一負荷曲 111/24 雑音源がある場合の探
8/13 都市社会における社会的| 線の推定(問中 索(多国)

外部不経済について(全員)
13/22 予定(小池 112/9 Stopping RlI le について

J 都市システムの構造把握に 148 年
ついて(全員 11/20 Search Moclels w凶 False

': 8/14 不適応集団の為の公社構 Detection (岸)
l 

想、について(全員 12/3 Sensor System の設計(本
10/2 磯村氏を囲んでの討論会 多)

(全員 I 1/ Optimal Stopping (林)
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1
10/22 ["成熟社会に適合した自 l

律型都市形成システムの!
構想、」第一次試論(全員) 1 

12/4 ["成熟社会に適合した自|

! 律型都市形成・ンステムの構(
想」第二次討論(安田)

'; 2/21 ["成熟社会に適合した自

律型都市形成システムの構

想、」本論文(熊田，安田)

3 月をもって一応終了する

部会報告内容は，部市の組立て l

かたを決めてゆく人間集団相互 l

J の関連性を，特に老人，幼児集

ii 団に焦点をあてて整理をこころ!

i みたものである・都市を経済的|

棋lliniや物的空間の側面からだけ l

ではなく，人間関係からながめ

|なおし，これらの人間集団を都
市社会構成を安定せさてゆく~:

1 素として位置づけるためにはい

'1 かなる政策を考えてゆくべきか 1
1 を論じたところに本部会の特長 l

J がある.

すでに報告書はおおよそ 400

字詰めで 50 枚程度の草稿主し

てとりまとめられており，さら i

11 ，ここれを再構成しているところ(
l であノ~.主査)

会 ，11・ 47 年度
30 , 000: 

47óド度

一旦二 i 収入研究部会1'(
… 口 l 支出 5/18 会合代

7/24 " 

1, 600 I 研究部会狩

5, 000 I 通信費

9/14 " 

10/12 " 

2/ 6 " 

3/ 2 " 

郵送代

合計

2, 500 I 9 月分
2, 400 i 10 月分

6, 0001 12 月分

5, 0001 2 月分

4 ， 0001 雑費

800 I 食事代

収入

30.000 

支:1\

173 

2/17 Optional Search Model 

Moving Target (渡辺)

! 3/3 2 段階探索(桜井)

: 3/17 Avoidance in One Di-

mension 村上)

: 4/9 Search for a Moving Taト

get (中井)

" An Information Search (坂

Ll) 

4/21 Robllslncss �1nd Optimalｭ

ily 0;1) 
5/12 Optimal Search wilh Unｭ

じertain Sweep Width (飯[j J)

6/2 Automatic Fau¥t Location 

(村上)

6/16 Search Plans; Optimal 

v. s. Sub-optim� 0;¥) 

7/7 Group Testing (鹿毛)

I 7/21 On the Theory of l{allｭ

dom Search (Renyi) (戸商)

9/22 同上つづき

10/6 故障検査(村上)

11/2 医療システム(神沼)

11/17 Optimal Stopping 

(Chew) (岸)

i 12/15 ASW Search Director 

(永井)

i 49 iト
1/19 

1 年 J長

Grollp Testing (胞毛)

j切!日 46. 6~47. 3 

研究会凶数 10 [lil 

収入支出残高

i部会 1'( 30 , 000 

390 ，会議費 12, 850 

990 ;連絡政 弘 800

360 I 消耗品質 13 , 119 

380: 合計 30 ， 00029 ， 769 231 , 

130 I 2 年度期間 47. 4~48. 2 

5 ， 2ω| 研究会回数 17 回
7, 450: 収入支出残高|

主主

27 ， 3001 合計

2 ， 7001 残 札 000-7 ， 450=払 5叫繰越知

.48 年度

|収入研究部会貸

|支出 4/ 2 会合費

5/ 8 " 

5/29 " 

6/29 " 

7/30 " 

48 年度

30 , 000 

4, 5001 3 

4, 500 

収入支

前年度より繰越

22 , 550 

l 部会費 30 ， 000

出|会議費 20 , 600 

|連絡~l( 4, 925 

消耗品資 4,251 

3, 300 

4, 500 

4, 000 

3/12 送料 420 I 合計 30 ， 23129 ， 776 4551 

4/15 封筒，送料，コピー !3年度期間 48. 3~49. 2 ! 

1 ， 2251 研究会回数 16 回 (2/25 現在) ; 
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送料

封筒，送料，

OR より

30 , 000 

送料

食事代

送料， コピー

封筒，送料，

11/12 送料

i 12/10 送料(速達)

J49 年度

1/12 封筒，送料

合社 52 ， 550

伐高 27 ， 220

695 収入支出残高|

加|繰越 455
コピー |部会費 30 ， 000

1 ， 4751 会議費 15 , 440 
!連絡費 4, 500 

消耗品費 7, 435 
480 1 合計 30 ， 45527 ， 375 3, 080 

15 , 000 
805. 

コヒー | 

1, 060 1 

500 : 

2, 250 1 

700 

25~3301 
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